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愛知県岡崎市の乙川リバーフロント地区では、2015年から主要回遊動線「QURUWA（くるわ）」を中心に、
豊富な公共空間を活用した複数の社会実験を通して、公民連携プロジェクトを立ち上げ、
「QURUWA戦略」としてエリアの再生に取り組んでいます。
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プロジェクトサマリー

2023年度
 QURUWAの
まちづくり

乙
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区

2015年からはじまる乙川リバーフロント地区
のまちづくり9年目となる2023年度。2020
年から続く新型コロナウィルスの感染拡大も
比較的落ち着き、政府は2023年3月13日か
ら屋内・屋外を問わず個人の判断に委ねる方
針を決定しました。2024年の3月まで、少し
ずつこれまでの日常を取り戻そうとする、そん
な奮闘の一年でした。
─
2023年度には、新たにQURUWAプロジェク
トが追加されました。名古屋鉄道（株）と岡崎
市が土地を共同化し、橋上駅舎、南北自由通
路、バスターミナル、駅ビルの一体整備と「子

育て世代をはじめとした多世代に親しまれる」
居場所をつくる事業である「東岡崎駅整備事
業」（QURUWAプロジェクト8）。
─
南康生2丁目／3丁目を対象として、中央緑道
を引き込むウォーカブルな空間づくりと都市
型コンテンツにより、QURUWAの新しいライ
フスタイルをつくる エリアマネジメントを実施
する事業「南康生エリアリノベーション事業」
（QURUWAプロジェクト9）。
─
まちの潜在資源を活用して都市・地域の経営
課題を解決を図る事業「リノベーションまちづ

くり事業」（QURUWAプロジェクト10）。
─
民間の投資や活動を誘導するため、QURUWA
のブランディングと情報発信をおこなう事業
「ブランディング&情報発信」（QURUWAプロ

ジェクト11）。
─
QURUWA地区内でモビリティ等を活用して回
遊促進を図る事業「回遊支援事業」（QURUWA

プロジェクト12）と、これまでの7プロジェクトか
ら、12プロジェクトに増加しました。

2023年度
プロジェクトの動き

03

 QURUWAプロジェクト1
 ホテル・コンベンションの整備・運営

 QURUWAプロジェクト2
 桜城橋橋上広場・橋詰広場の整備・運営

 QURUWAプロジェクト3
 東岡崎駅周辺の整備・運営

 QURUWAプロジェクト4
 乙川のかわまちづくり

 QURUWAプロジェクト5
 籠田公園・中央緑道の整備・運営

 QURUWAプロジェクト6
 りぶら暫定駐車場の活用

 QURUWAプロジェクト７
 道路空間の運営（康生・連尺・二七市通）

 QURUWAプロジェクト8
 東岡崎駅整備事業

 QURUWAプロジェクト9
 南康生エリアリノベーション事業

 QURUWAプロジェクト10
 リノベーションまちづくり事業

 QURUWAプロジェクト11
 ブランディング&情報発信

 QURUWAプロジェクト12
 回遊支援事業
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→東岡崎駅エリア 東岡崎駅
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主要回遊動線
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拠点間動線
QURUWAプロジェクト

［凡例］

新規拠点
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─
QURUWAウェブでの
パブリックコメント募集

NEWS

QURUWA、
グッドデザイン
金賞受賞

グッドデザイン賞とは？
デザインによって私たちの暮らしや社会をより
よくしていくための活動です。1957年の開始
以来、シンボルマークの「Gマーク」とともに広
く親しまれてきました。製品、建築、ソフトウェア、

システム、サービスなど、私たちを取りまくさま
ざまなものごとに贈られます。かたちのある無
しにかかわらず、人が何らかの理想や目的を
果たすために築いたものごとをデザインととら
え、その質を評価・顕彰しています。
─
2023年度には5,447件もの応募がなされ、
その中でデザインが優れていると認められ
るものに「グッドデザイン賞」が贈呈されます。
2023年度は1,548件がグッドデザイン賞に
選ばれています。
─
さらにその中から特に優れた100件が「グッド
デザイン・ベスト100」として選出。その中から、
審査委員会によって選ばれるのが「グッドデザ
イン金賞」です。その数20件という、高い倍
率を乗り越えての受賞となりました。

担当いただいた審査委員のみなさんは、伊藤
香織さん、川西康之さん、倉方俊輔さん、平賀
達也さん、山﨑健太郎さん、Jian Liuさんです。
─
評価コメントは以下の通りです。
岡崎市中心市街地の主要街路と川辺を結
び再生させていく都市戦略。行政による公
園・緑道・河川敷など公共空間の改修である
「大きなリノベーション」と、それにインスパイ
アされて自分たちのまちを主体的に担ってい
こうとする地域や民間による活動や空間づくり
「小さなリノベーション」の双方が、まちに再び
市民の居場所を創出するものになっている。
公・民がそれぞれの立場を活かして協働する
ことで創造性が発揮されている好例である。

─
1｜改訂の背景
本計画が改訂されてから5年経過し、QURUWA
プロジェクトの進展や地域自治の活動の活性
化などまちづくりの転換期である状況を踏ま
え、改訂をおこないました。
─
2｜改訂の主なポイント
■ QURUWA戦略のこれまで
● QURUWA戦略に関わる年表を整理し、平
成30年度以降の出来事を追記しました。

● QP（QURUWAプロジェクト）の進展と、自治
会の連合会「QURUWA7町・広域連合会」
の活動の活性化の状況を踏まえ、年表に反
映しました。

■ 波及エリアの追加
● QURUWA地区に隣接する徒歩圏内にお
いて、地域や民間事業者が地域課題の解決
等に取り組むエリアを新たに本計画に基づ
く取組みに連動する波及エリアとして定義し
ました。

● QURUWA7町・広域連合会のうち唯一地
区内に入っていなかった亀井町を当該エリ
アとして設定しました。

■ 何のために（Why）／誰が（Who）×どうやって（How）

本計画の目的及び計画の位置づけを整理し
ました。
● 計画の位置づけ
 社会情勢の変化や関連計画の改定に基づ
き、本計画の位置付けを整理しました。

● QURUWA地区のまちづくりの目的に、国
土交通省が推進する「ウォーカブル」という
表現を将来像に取り入れました。

QURUWAプロジェクト

QURUWA戦略
改訂

自治会の連合体が支える公民連携まちづくり
「QURUWA戦略」が、2023年のグッドデザイ
ン金賞を受賞しました。

QURUWAプロジェクトの一つ籠田公園

QURUWA戦略に関わる年表

審査に使われたパネル

主要回遊動線「QURUWA」の回遊

波及エリアを追加したマップ

QURUWA7町・広域連合会「KCBR会議」

* QURUWA地区─主要回遊動線QURUWAを覆う、約157haの
乙川リバーフロント（*略称RF）整備の地区。

* 波及エリア─QURUWA地区に隣接する徒歩圏内で地域や民間
事業者が地域課題の解決等に取り組むエリア。

─
戦略冊子
PDF

─
グッドデザイン賞ウェブページ
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 また、QURUWA戦略は暮らしの質の向上
を目指すため、将来都市像として「くらし創
発都市の実現」を明記しました。「くらし創発
都市の実現」とは、ある要素の集合が単なる
「その集まり」ではなく「異なる様相」になる
という意味の「創発」という言葉をふまえて、
QURUWAのなかで人々のくらしが「生活の
集まり」を超え、その集合によって「内外の人
にとって魅力的な都市」になることです。トッ
プダウンの「都市計画」とも、ボトムアップの
「まちづくり」とも違い、人々の自分らしい暮
らしとまちへの思いがかけあわさって生まれ
る都市を目指します。

● 行政のみならず、公民連携まちづくりにおけ
る、民間と地域の役割を整理しました。

● スウェーデンの政治学者ビクター・ペストフ
氏が提唱した「ペストフの三角形」を参考に、
地域、民間、行政それぞれが目指すべき「新
しい公共」の担い手としての立ち位置を整
理しました。

■ 将来像や定義
● QURUWA地区全体や各エリア、拠点、拠
点間動線の「定義」や「将来像」を更新し
ました。

● 当計画の進展や時代の変化に伴い、QURU 
WA地区全体の定義・将来像を見直しました。

● 2023年度時点で、整備に向けて動いてい
る東岡崎駅エリアをはじめとしたエリアビ
ジョンの更新をおこないました。

太陽の城跡地におけるホテル・コンベンション
の整備に関する協議について、2023年2月
に優先交渉権者との協議は中止となり、同6
月には次点交渉権者より次点交渉権の辞退
の意思表示がありました。
契約に向けた交渉の相手方がいなくなったこ
とにより、2019年9月から進めてきた事業者
の公募については一旦終了となっています。
社会情勢や企業活動の変化・動向を見極め

東岡崎駅エリアのこれからを描くビジョンを更新
しました。「エリアの設定とその将来像」として、
東岡崎駅エリアの定義は「多世代がつながる居
場所と来街者に対するおもてなしの玄関口」。

─
将来像
● 市内外へのスムーズなアクセスと
 ウォーカブルな暮らし
● 駅周辺の自治会を中心とした
 暮らしを再生するコミュニティ
● 駅と乙川、駅と六所神社をスムーズにつなぐ
 歩行者動線や滞在空間
● 子育て世代を中心とした日中の過ごし方を
 充実させるローカルコンテンツの集積
● 駅周辺の多様な働き方を支える
 住環境の充実
● 観光客など来街者の玄関口としての
 優れた景観
─
拠点・拠点間動線ビジョン
全体コンセプト
● まちと人がつながるおもてなしの玄関口
まちとのつながり
● 人とQURUWAをつなぐ、

 多様に選択できるモビリティと乗り換えを
 スムーズにおこなえる交通結節点
● 暮らしの質を高め、駅の表情を作る
 ローカルコンテンツの集積
● 岡崎の地域資源を活かしたまちと
 自然をつなぐデザインと乙川に向けた眺望
● 回遊性を高め、スムーズにまちへ誘導する、
 駅の内外で統一された案内サイン
● 環境に配慮した機能的なデザイン
人とのつながり
● 北口中央街区・乙川・六所神社と
 連続的につながるウォーカブルな公共空間
● 子育て世代をはじめとした多世代が過ごす
 居心地の良い広場と、商業店舗等の
 一体的な空間整備と管理運営
● 子育て世代が親しみやすい
 学び・創造・交流を促す体験型コンテンツ
● 通勤・通学等のスキマ時間に一息つける居場所
● 安全安心で快適に過ごせる
 ゆとりある駅まち空間

ながら、再公募について検討をしていきます。
─
本来であればこの交流拠点の整備と併せて
解体工事をおこなうはずだった旧教育文化館
等について、景観・防犯・防災・安全性などの
観点から、時期未定の再公募を待つことなく、
解体を進めるべく、2023年9月の市議会定

例会に解体工事に係る予算を提出し、議決さ
れました。
─
また、同じく2023年12月の市議会定例会に
おいて本解体工事に係る契約についても議
決を頂きましたので、2024年1月から旧教育
文化館を解体いたしました。

QURUWAプロジェクト-8

QURUWAプロジェクト-1

東岡崎駅
エリアビジョン
更新

旧教育文化館
解体

─
岡崎市HP

─
QURUWA戦略（p.8, p.11）より

新たな公民連携事業
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会場のようす

QURUWAシンポジウム
2023

わたしが描く
「ひがおかの未来」

まず第1部では、QURUWAとは何かの説明
の後に、前年度シンポジウムの振り返りと東岡
崎駅エリアの現状そして、駅まちデザインにつ
いて、岡崎市まちづくり推進課の中川係長と拠
点整備課の小野田係長から説明がありました。
─
前年度のシンポジウムの振り返りでは、参加
いただいたみなさんから重視したいご意見と
して以下のような声を多くいただいたことを確
認しました。

 ● ローカルファースト（なテナントリーシング）
 ● 駅とまちと川の一体的まちづくり
 ● 豊かな子育て環境
 ● まちの居場所
─
その後、東岡崎駅エリアの動向を見ていきま
した。まずは駅整備。そして東岡崎駅エリアの
各自治会長や商店街振興組合長及び若手事
業者等で組織する会議体であり、QURUWA
7町・広域連合会と連携しながらまちの将来
像について共有する「ひがおか連合」につい
て。さらには、駅前エリアにある「北口中央街
区」についての状況が共有され、明大寺本町
総代である米津総代からエリアの現状につい
てお話いただきました。
─
米津総代｜明大寺本町の1階にあるお店を見
てみると、50軒以上の飲食店がありまして、そ
のほとんどがお酒を提供する、夜を主体とした
まちになってます。そんな状況なので、夜の賑
わいというのはすごいものがありますが、以前
からこの商店街を担っていた人々がどんどん
減っています。一つは高齢化、そしてもう一つ
は後継者不足。実際に商売をやっている地元
の人がいない、という現状があります。
子育て環境に適したまち、それからまちの居
場所づくりといったところに変わっていけるの
かなという懸念はありますが、今朝、開いてい

QURUWAシンポジウム
わたしが描く「ひがおかの未来」
日時：2023年10月2日［月］13:30-16:00
場所：岡崎市役所福祉会館6階ホール
主催：岡崎市
参加者：176名

た1軒の古い魚屋さんには、常連さんの多く
の方が、座り込んで、お喋りしてました。そんな
お店があったら、本当に賑やかな街になるの
になというふうに思っております。
─
第2部では、これまでのシンポジウムでは専門
家の方々にさまざまな先進事例を教えていた
だく形式が多いなか、今回は東岡崎駅エリア
のまちづくり、駅まちデザインに関わる地元の
事業者さんや行政の担当者が、実際に現地
に赴いて地元視点で参考になった点や、取り
入れようとする際の疑問や課題などについて
まとめて発表していただきました。
─
選定は、駅まちデザインの5原則に照らして、1
番の「多様な主体の連携」の参考事例として
岩手県盛岡市にある「盛岡バスセンター」視
察担当は、岡崎市拠点整備課の小野田係長
と、名鉄都市開発の柴田さんです。2番の「ビ
ジョンの共有」の参考事例として駅ビル内に
市民図書館を併設する、和歌山県和歌山市
にある「キーノ和歌山」。視察担当は岡崎市企
画課の中村係長です。最後に3番の「空間の

プログラム
第1部｜情報提供｜岡崎市
1｜QURUWA戦略と東岡崎駅エリア
2｜昨年度シンポジウムの振返り＋現状共有
3｜「駅まちデザイン」について
第2部｜先進事例レポート
1｜事例報告｜盛岡バスセンター ／ キーノ和歌山 ／ 
東武動物公園駅
2｜専門家解説
第3部｜パネルディスカッション
「駅とまちのつなぎかた」

共有」の参考事例として埼玉県杉戸町・宮代
町にある「東武動物公園駅」。担当は小野ふ
とん店の小野さんです。
─
その後、商い創造研究所の松本大地さんか
ら、専門家による解説として、「ひがおかの未
来」という今回のタイトルにから「駅の可能
性」についてのレクチャーがありました。
─
松本｜昔は駅は閉じていたんですね。その中
で、乗降客数を相手に商売をしていくわけで
すから、利便価値は確かにありました。一方、
今回紹介ありました盛岡バスセンターやキー
ノ和歌山といった事例は私たちが手がけた事
業ですが、私たちは「開かれた駅」をつくって
いこうと考えています。
デベロッパーも、テナントも、地域の企業や学
校まで含めて、一緒に開かれた駅にしていく
こと。そこには、利便価値、エリア価値、そして
未来価値が生まれ、地域課題を解決したり、
経済循環をつくったり、ローカルファーストに
よる新たなライフスタイルができていく、という
ことを感じました。

その後第3部では、パネルディスカッションに
進みます。コーディネーターの藤村さんにマ
イクがわたり、まずはQURUWA総合プロ
デューサーである清水さんによるポイント整理
からはじまりました。
─
清水｜話を聞いていて思ったことは、「時代が
変わった」ということです。
最近、「ウォーカブルなまち」つまり「歩いて楽
しいまち」にしていこうという動きを、国交省が
呼びかけ、その評判がものすごくいいんです。
ひるがえって岡崎のまちがウォーカブルになる
とき、重要になるのが駅です。駅とまちがウォー
カブルで繋がっていくことで、効果的な駅のビ
ジネスとまちのビジネスが両方とも同時に成り
立っていくということ。
つまり、駅というある限られた場所じゃなくて、
それが周囲のまちとどういう関係性になるか
を考える必要があります。
今現在のひがおかのまちは、残念ながらウォー
カブルなまちではありません。駅という狭い場
所で鉄道からバスへの乗り換えは大変スムー
ズにおこなわれていますが、そこから先が、プツ
ンと、道路によって隔てられてしまっている感じ
がします。
尾関｜名古屋鉄道の尾関です。交通、観光、開
発を社内では三位一体のまちづくりと言って
おりますが、複合的な視点を持って名鉄沿線
地域を元気にしていきたいと思っています。東

岡崎駅についてはまちの方に、外に開いてい
くということを考えていろんなことを進めてい
きたいと考えております。
小野｜視察の報告をさせていただいた小野で
す。視察に行く前には、「まちづくりは誰か賢い
人がやってくれたらいいじゃん」と思っていると
ころがあったのですが、視察に訪れて、実際は
そこに住む市民とわれわれのような事業者が
やらないといけないんだなと改めて思いまし
た。自分たちが主役であり、主体者となる必
要があるのかなと強く感じました。
小野田｜今東岡崎駅の将来の図が出ています
が、東岡崎駅としては小野さんや米津さんも
含まれるひがおか連合と、場をつくっているの
ですが、まだメンバーもそんなに多いわけで
はなく、どういった方に参加いただき、どういっ
た方と対話をしていくのか。そこが今課題だな
と感じています。

2023年10月2日、岡崎市役所福祉会館6F
ホールにて、QURUWAシンポジウムが開催さ
れ、地元住民をはじめ、事業者、行政関係者等、
総勢176名が参加しました。
今回のシンポジウムでは、商い創造研究所の
松本大地氏を迎え、東岡崎駅と周辺地区の持
つポテンシャルについて基調講演いただき、
QURUWA戦略のアドバイザーである清水義
次氏、藤村龍至氏を交え、今後の駅と周辺地
区のまちづくりの方向性について、パネルディス
カッションをおこないました。

コーディネーター
藤村龍至｜Ryuji Fujimura
建築家／東京藝術大学准教授／RFA主宰／
QURUWAアドバイザー

パネリスト
松本大地｜Daiji Matsumoto
商業・マーケティングコンサルタント／
商い創造研究所代表取締役

清水義次｜Yoshitsugu Shimizu
建築・都市・地域再生プロデューサー／
アフタヌーンソサエティ代表

尾関謙治｜Kenji Ozeki
名古屋鉄道株式会社まちづくり推進部長

小野元幹｜Motoyoshi Ono
小野ふとん店 代表取締役

中村衣里｜Eri Nakamura
岡崎市企画課企画１係係長

小野田整｜Hitoshi Onoda
岡崎市拠点整備課総務企画係係長

─
告知

─
当日動画前半

─
当日動画後半
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中村｜ここにいらっしゃる方も多くそうであった
と思うんですけど、人生をともにしてきた駅な
ので非常に期待しているところですが、私自身
子育てをしながら「東岡崎」がうまくつながっ
てこないんですよね。キーノ和歌山に視察で
訪れたときに思ったのが、素敵な空間であり
ながら「はりきって」行くような場所でない感じ
がいいなと思ったんですよね。駅が普段使い
できながら楽しめるような場所であるといい
なと思います。
藤村｜「利便性という悪魔」という言葉があり
ますが、駅にはついつい利便性という言葉が
つきまとい、駅ビルを開発するときはどうして
も利便性を売りにしてテナントを誘致するイ
メージがあります。それをどういうふうに変え
ていけるのか。松本さんが今日お示しになっ
たコンセプトは、今まで駅や駅前は消費者の
立場、消費の空間として語られてきましたが生
産の場だととらえなおそうというメッセージで
もあったように思います。
松本｜そうですね。付け足して言うと、僕は岡崎
の一番の利点は若い人が楽しみながらやって
いる、ということ。若い人の力をうまく活用して、
今までの駅にはなかったポテンシャルを上げ
ていく、そんなチャンスになるんじゃないかな
と思います。
藤村｜みなさんありがとうございました。本日
のポイントのひとつは、松本さんのお話から駅
を消費の場だけでなく生産の場として考えて
いく、共創の場として考えていくということ。そ
れによって駅自体が新しい情報を発信してい
くという考え方です。
若い人や異業種とのコラボレーションや、岡
崎のローカルや地域の繋がりを生み出す仕
組みそのものが駅の中に内包されてる。そう
いうインキュベーションの場としての駅という
イメージによって、駅そのものが「利便性の悪
魔」から解放されていくというストーリーだった
と思います。
ひがおかの未来に関して、昨年はローカル
ファーストや駅とまちのミクストユースというこ
とを議論してきましたが、今年は一歩進んで、
より具体的な共創の場をどうつくるかの議論
ができたと思います。2030年の駅ビル開業
に向けて、具体的な場づくりのイメージができ
てきたかな、と。
QURUWAの籠田公園や中央緑道もその今
の賑わいができるまでに5年ぐらいかかりま
した。駅もこれから5年経てばもっとパワフル
な新しい場になっていく可能性を秘めている

わたしが描く「ひがおかの未来」

私は、東岡崎駅エリアで３歳になる息子と旦那と暮らしている、今年31歳になるママ。今度の春には、

お腹にいる娘も産まれて４人家族になる予定だ。

今日は息子と一緒に、乙川沿いを散歩しに来た。この辺りは歩きたくなる空間が広がっていて心地良

いため、息子がベビーカーの時から私たちの散歩ルートだ。私は、この東岡崎駅エリアでずっと暮ら

してきたが、自分が学生の頃と比べると更に便利で暮らしやすいまちになった。特に東岡崎駅が新し

くなってからはまちが大きく変わったと感じる。

変わったと言っても、全部が全部変わったという訳ではない。新しくなった駅がまちの雰囲気に馴染

んでいて調和がとれているというのだろうか。前からあるまちなみを大切にし、新しくできたものがま

ちに溶け込むデザインが、私はとても気に入っている。

オトリバーサイドテラスを横目に見ながらペデストリアンデッキを渡ると、吹き抜けが見える。駅内にあ

る広場の天井が吹き抜けになっているのだ。初めは、子どもが駅に行きたがるとは思ってもいなかっ

たが、息子に遊びに行きたいところを聞くとこの広場がよく候補に挙がってくる。ここはただ遊ばせる

のではなく、学びや創造を体験させられる場。大人にとっては交流の場だ。ここに来ると、いつも同世

代のママたちがいて、困ったことは気軽に相談できる。子育て世代の心のヨリドコロである。

その一方で、会社へ向かうサラリーマンの通り道でもあり、休憩スペースでもあるようだ。向こうの方

では、おばあちゃんの目線の先で子どもが遊具で遊んでいる。部活帰りの学生が仲間たちとドリンク

を片手に座っておしゃべりしている姿も見える。この広場は、様々な世代の人々が居心地良く過ごすこ

とができるみたいだ。

よく会うママ友に挨拶し、次は駅ビルに寄ることにした。ここには岡崎で採れた食材を使用した、地元

で人気の高いお店等が入っていて、ここでしか食べられないもの、買えないものが手に入る。来週親

戚が岡崎に遊びに来ると言っていたので連れてきてあげよう。

そういえば、この前市外で暮らす友人が、東岡崎駅で下車したと言っていた。改札を出ると、木や石を

使った特徴的な空間が広がっていて心地よく、温かみある解放的な空間が広がっていていると感じら

れたらしい。外を見ると近くに川があることも分かり、足を伸ばしてみようと思ったそうだ。それを聞い

た私は、生まれ育ったまちを褒められているようで嬉しかった。

川に続く方面には、SNSで話題になっている、公園に併設されたカフェがある。実際に、観光客らし

い家族連れが、笑顔で川に向かって歩いている姿を私はよく見ている。駅から広がる自然を活かした

空間が、長旅を癒してくれるのかな。

あ、今も顔見知りのご近所さんが少し先を歩いているのが見える。この前分けていただいた焼き芋の

お礼を伝えようかな。こういった、顔の見えるゆるやかなコミュニティがあることもわたしのお気に入り。

そんな素敵なおもてなしの玄関口「ひがおか」から、今日もわたしとまちと人がつながる。

と思います。
─
最後には、東岡崎駅エリアのロゴについての
紹介とともに、岡崎市拠点整備課の田中さん
による「わたしが描く「ひがおかの未来」」と
題したエッセイが読み上げられ、シンポジウム
が終幕となりました。

おとがわエリアビジョンは、 乙川リバーフロント地
区公民連携まちづくり基本計画（QURUWA戦略）

における乙川エリアについて、 乙川の将来の活
用イメージを定義し、エリアの目指す姿や乙川エ
リアで実施するプロジェクト、マネジメント体制等
を示すものです。2018（平成30）年度に策定され、
2022（令和4）年度に一部変更を実施しました。
（Log.10でも「おとがわエリアビジョン更新」を取り上げま

したが、今回はより具体的な更新内容を記します。）

策定の目的
エリアビジョンは乙川エリアの将来の活用イメー
ジを定義し、 以下3点を目的に策定しました。

1 地域・民間・行政でエリアの将来像と短期・
中期・長期で展開するプロジェクトや活用イメー
ジを共有する。

2 みんなで目指す姿を共有し、同じ方向を向
いて、地域は暮らしに、民間は事業に、行政は
計画・施策に反映していく。
3 目指す姿を明確にすることで良質な民間
事業者を呼び込む。
─
更新のポイント
生活者も含めた
 「私の川」 になるようなビジョンへ
現在（2023年）は社会実験期を終え、継続的
に活動している事業者や団体も増えるととも
に、日常的に乙川を楽しむ市民の姿もよく見ら
れるようになりました。今回の改正では、その
ようなエリア環境の変化を鑑みて、事業者や
プログラム実施を前提としたエリアビジョンで
はなく、市民一人一人がもっと自由に乙川を楽
しむことができるような生活者目線を加えたも
のとしました。
それにより、より深く乙川に親しみ、乙川やこの
まちを大切に思う人を増やしていきたい。そん
な意図をもって更新をおこないました。
─
更新後（2022年）の構成

1 エリアビジョン構成の整理
エリアビジョン全体の構成を整理しました（11

章構成→5章構成）
2 乙川エリアの基本情報（2章）の更新
より地域住民の視点を取り入れるため、 川を
広くとらえた上で基本情報の更新をおこない
ました。

3 乙川エリアの将来像（3章）の具体化
乙川エリアの将来像を具体化するために、6
つのレイヤー（［1］自然・環境、［2］風景、 ［3］特別な

日の乙川、［4］いつもの乙川、［5］コミュニティ、［6］周

辺エリアとのつながり）に分けて整理をおこない、
ワークショップ等で出された意見を参考に、
キャッチコピーとビジョン実現のための具体ア
クションを抽出しました。

4 個別プロジェクトの（4章）の情報更新
個別ヒアリングを実施し、情報や今後の方針
の更新及びプロジェクトの追加等をおこない
ました。また行政が実施するプロジェクトも新
たに掲載しました。
5 エリアビジョン実現に向けて
具体的な方策（提案）を掲載
次回更新までに実現することを想定した、エリ
アビジョン実現に向けた具体的な方策を追加
しました。
─
検討の流れ
おとがわエリアビジョン更新ワークショップ
プログラム実施者、地域住民などを対象とし
て、ワークショップ（全3回）を実施しました。ビ
ジョン案を話し合い、実現するためのアイデア
を出し合いました。

─
個別ヒアリング
乙川エリアで具体プロジェクトを推進している行
政担当課8課と民間16事業者を対象に個別ヒ

アリングをおこない、ビジョンへの反映をおこな
いました。
─
実現に向けて［5章］
1（仮称）おとがわエリアプラットフォームの設立
おとがわエリアビジョンを実現することを目的
に、乙川エリアを対象にしたエリアマネジメント
組織「（仮称）おとがわエリアプラットフォーム」
の設立に向け動きます。エリアプラットフォー
ムはエリア内の拠点事業者、地元企業、民間
プレイヤー、町内会等のメンバーで構成され、
エリアの課題解決や価値向上の役割を担い
ます。QURUWA7町・広域連合会（KCBR）や
他エリアのマネジメント主体とも協働関係を結
び、連携しながら進めていきます。

2 エリアプロデュースチームの
役割整理と位置づけ
エリアでおこなわれるプロジェクトの具体化
や民間事業者とともにエリアの魅力を高める
事業実施さらには各事業者やそれらがおこな
う活動をつなげることでエリアの特性を最大
化するエリアの世話役チーム（エリアプロデュー
スチーム）が必要と考えます。前述したエリアプ
ラットフォームとの連動が必須であり、エリア
プラットフォームの実働組織とも言えます。エリ
アプラットフォームの事務局を担い、自身の事
業を進めながらビジョン実現を進めます。
3 エリアビジョンの広報・プロモーションの推進
エリアビジョンはつくって終わりではなく、認知
を広げ事業者やプレイヤーだけでなく、日々、
乙川を利用する市民までもがビジョンの実現
に向け、それぞれの置かれた立場で行動を起
こしていくようなものになることが望ましいで
しょう。そのために次年度以降から、エリアビ
ジョンの広報・プロモーションを推進していくこ
とが必要です。

QURUWAプロジェクト-4

おとがわ
エリアビジョン更新

─
本編

─
概要版

（仮称）おとがわ
エリアプラットフォーム
の設立
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岡崎市は、QURUWA地区にいろいろな人が
訪れられる多様なコンテンツが集積し、寛容
性を持つ地区となることを目指しています。「事
業リノスク」とは、地域や参加者同士で「オー
プンイノベーション」をキーワードに連携し本気
の企業のみなさんが多彩なゲストとともに自
社事業のリノベーション（更新・向上）や新規事
業の構築にトライアルするための機会です。
─
昨年に引き続き2023年7月から2023年12
月まで計6回実施！今回は、昨年度の参加者
からのフォローアップもありました。QURUWA
のまち歩きや、ゲストや令和4年度参加者によ
るレクチャー、自社企画の検討やプレゼンテー
ションなど、各回のプログラムを経て、2023年

12月21日［木］には各社による発表がおこなわ
れました。

参加した7社による提案
─
1｜小野ふとん店
「（株）小野ふとん店」がある明大寺本町は、近
年、昼間の賑わいが少なくなり、住民の減少
や高齢化を課題としています。子どもの声が
溢れ、人々 の交流がおこなわれる街を目指し、
子どもが主役の職業体験施設やファミリー向
けの賃貸マンション建設といった自社敷地を
活用したエリアリノベーションを具体的なスケ
ジュールと合わせて提案しました。
─
2｜スノーピークビジネスソリューションズ
「（株）スノーピークビジネスソリューションズ」
は、人や自然をつなぐシェアハウス「ouchi」
の運営を提案しました。QURUWA地区の空
き家を岡崎市の中山間地域額田の木材を活
用して社員や住人でセルフリノベーションし、
持続可能な心地よい暮らしをデザインするこ
とで移住や地域企業の採用、定着の促進が
期待されます。すでに住人候補は決まってお
り、顔が見えている状態。現在は物件を探し
ており、2024年4月のオープンを目指してい
るとのことでした。
─
3｜大冷工業
空気や水の道をつくる「大冷工業（株）」は、瞬

間冷凍デモ機を購入して手にした技術を活か
し、QURUWA地区の飲食店と協力して「丘
の途中のマーケット」に出店したり、大型トラッ
クにサウナを乗せたサウナトラックとコラボし
て瞬間冷凍のドリンク開発などを進めてきまし
た。加えて今後は自社の敷地を駐車場として
貸し出し、その利益をQURUWAに再投資し
ていきます。
─
4｜岡崎まち育てセンター・りた
「（特非）岡崎まち育てセンター・りた」は、
QURUWA地区の課題として住まいの選択
肢が少ないことを、そして西梅園地区の課題
として空き家の増加や少子高齢化に加え、路
地に面していない後背敷地の建設可能性が
なくなることや、木造密集のため災害時のリス
クが高いことを挙げました。
それらをまとめて解決する手段として、空き家
を活用した住まいの受け皿づくりを、そして将
来的には無接道敷地の解消および空き家活
用を実現し、そのモデルを市内他地域へ展開
することを提案しました。

5｜SCENES
主にウェディング事業や人生の節目のお祝いの
プロデュースを手がける「合同会社SCENES」
は、岡崎ならではのオリジナルウェディングとし
て、中山間部額田のみつわ広場や天使の森、
またQURUWA地区にあるお店や菅生神社、
桜城橋などのまちの資源をフルに活用した
ウェディングを実施しました。今後は、10年後
までの未来の自分たちに手紙を届けるサービ
スを家族写真撮影に付加し、過去と今と未来
を繋ぐサービスや、結婚準備が楽しくなるよう
なプログラムを実施予定です。
─
6｜つばさ交通
旅行会社の「つばさ交通（株）」は、QURUWA
地区にて自社栽培を始めたしいたけの販売
や、しいたけ狩りや岡崎市の山田農園の有機
野菜収穫を体験できるツアーの企画をしまし
たが、バスの使用による価格上昇や集客の難
航により決行ができず、トライしたからこそ課
題がより明確になり次のアクションにつながり
ました。しいたけ販売については店頭看板を

設置することで認知が広まり、販売数が格段
に上昇。今後はよりブランディングを意識した
パッケージの変更を実施するとともに、自社の
インフラとしてバスを活用したシェフによる調
理を付加した収穫体験ツアーやサウナツアー
の開催を検討します。
─
7｜山田農園
「（株）山田農園」は、カレーに使う野菜を例に
挙げてそれぞれの収穫時期にはズレがある
ことに触れ、一般の人々 の農業への理解が低
いことを課題として挙げました。そこで、農業へ
の理解者を増やすために、QURUWA地区に
「街中農園」をつくる、畑づくりのプロデュー
ス事業を提案しました。今年度は、籠田公園
と桜城橋の間に位置する中央緑道沿いの複
合施設「偶偶 GUUGUU」と、隣接する「オー
カジェラート」の駐車スペースとの隙間に、
オーカジェラートで使用する野菜、果物を栽
培する畑をつくりました。今後はスノーピーク
ビジネスソリューションズの社員寮に街中農
園をつくることを展望しています。

昨年度の参加者4社による進捗
─
8｜マルサ
昨年から引き続いて参加の「（株）マルサ」は、
今年10月にジェラート屋「オーカジェラート」を
「偶偶 GUUGUU」1階にオープン。夏のオー
プンを逃したものの、初月は暖かい気候と
SNS効果もあり高収益。ところが11月中旬か
らの寒気により売り上げが急降下。冬をどう
乗り越えるかを今後の課題として挙げ、スノー
ピークビジネスソリューションズと協力しこた
つの製作および中央緑道への試験的な設置
などを提案しました。
─
9｜コネクトスポット
「孤独感のある人」と「まち」をつなぐ福祉サ
ポートをおこなう「NPO法人コネクトスポット」
は、その活動が市民にとって身近に捉えづら
く、オープンイノベーションが起こしにくいことを
課題として挙げました。アクティブな人だけで
なく、まちの全ての人と接点を持つことを目的
とし、昨年度は自分らしさや周りの人を大切に
するための「いいんだよカード」を制作、配布。
今年度は誰でも移動販売ができる車を購入、
今後はシェアカー「ゆるくる」として利用し、それ
を通じて課題解決するためのコミュニティをつ
くっていく提案をしました。現在はコラボできる

方の募集に加え、2024年2月まではトライア
ルでゆるくるの無料貸し出しを実施しています。
─
10｜ドゥーラステーションめぐる
昨年度参加の「（一社）ドゥーラステーションめぐ
る」は、引き続き産後ケアの利用促進・子育て
支援の質向上を目的として、今年度は法人化、
行政の産前産後ヘルプサービスへの参入準
備、ドゥーラ養成講座の開設をおこない、2024
年1月にドゥーラステーション「QURUWAこそ
だてひろば tetowa」（以下、「tetowa」）を共同
でりぶら北西に開所することを発表しました。
tetowaのお昼寝部屋には、小野ふとん店が
寝具を提供。今後も企業と連携し徐々に設備
を充実させることや、行政との相互連携により
市民サービスの向上を図り、岡崎市の子育て
環境を整えることを課題として挙げました。
─
11｜Tイノベーション
「Tイノベーション（株）」は昨年度の参加で、
QURUWA地区内の後継のいないお店の承
継や、中山間地域の間伐材を利用した照明
器具制作、PR動画製作の事業化を提案しま
した。今年度は、地方の先進地に何度も足を
運び視察し、また間伐材の根深い課題に対し
て「ShopBot」という木材の加工ができる機
械を導入することでいろんな人が山の問題に
触れるきっかけづくりを目指しています。また、
既存顧客に木質化を提案する際、山での間
伐体験と植林をすることを絶対条件とし、人々
と山との距離が縮まるよう働きかけています。
─
後半では、座談会もおこなわれました。

昨年度も開催した「QURUWA事業リノベーショ
ンスクール（以下、「事業リノスク」）」、2023年度の様
子を以下にお伝えします。
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QURUWA事業
リノベーション
スクール2023

─
QURUWAウェブレポート

前半 後半

─
実案件

オーカジェラート tetowa 偶偶

各社による発表 座談会

開催：7月31日［水］─1月22日［水］の期間中に 
全6回｜各回13:00–18:00頃
参加事業者数：10社
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インスタグラムを開くと、QURUWAにまつわる
情報を発信しているアカウントがいくつもありま
す。それを見るだけでも、このQURUWA地区
に関する情報発信を担当している人がさまざ

魅力的な拠点や動線が生まれ育つQURUWA
地区では、徒歩のみならず、自転車、バス、次
世代モビリティ、歩行動線の連携などエリアを
めぐる充実した交通機能によって、QURUWA
で暮らす人も、働く人も、外から訪れる人も、一

人ひとりの移動ニーズに合わせた選択肢が
増えていて、もっと身近に、もっと気軽に、もっ
と楽しくQURUWAをめぐる環境づくりをすす
めています。
─
代表的な取り組みとして、サイクルシェアがあ
ります。岡崎市では2017年から、HELLO 
CYCLINGによるサイクルシェア事業がス
タート。当初は試行錯誤しながらトライし始め
たこの事業も、東海オンエアファンの聖地巡
礼のツールとしても利用されるなど、気づけば
「HELLO CYCLING」の利用者数が全国
トップになるほど使われています。

─
また、駐車場は自動車という重要な交通を支

える機能である一方で、無秩序に散在する駐
車場は、人と車の交錯が生まれ危ないほか、
まちなみの連続性を損ない、まちの魅力を低
下させます。
駐車場の集約化や、駐車場の緑化、まちづく
りに資する用途への転用など、全国的にも駐
車場のあり方が見直されています。
─
2023年度は「歩いて楽しく、自転車で回れ
て、車でも来やすいまち」を目指すため、駐車
場をQURUWAの入口と見立てて、駐車場
が連担する場所にサイクルシェアのポートを
設置してみて、車から自転車への乗換促進を
促す取り組みを実験的におこないました。
─
電動キックボードや、シェアカー、または将来
には自動運転など多くの交通サービスが生ま
れていくなか、人が回遊するウォーカブルなま
ちを目指して回遊プロジェクトに取り組んでい
きます。

まいることがわかります。ところが、その発信を
担当する人たちが集まって情報交換や交流を
する機会はいままで多くありませんでした。
─
今回は話しやすいように、くじ形式でお題を用
意し、「みんなに聞いてみたいこと」「みんなと
やってみたいこと」「みんなに伝えたいこと」の
3つについて、みんなでお話をしていきました。
─
「ネタ切れで困っているけれど、どうやって情
報収集をしていますか？」「「会議に参加しまし
た」とあげてもあんまり「いいね」がつかない」
「整備されたエリアのその先の使い方を提案
や紹介していくような発信がしたい」「このエリ
アに足りないものをいれていきたい」「専門性
や知識をすごく持ってる人、物を修理する技術
がすごい人などをどう伝えていったらいいの

かな」などなど、キャンプのような雰囲気の中
で、みんなざっくばらんにお話や情報提供が
ありました。
─
各々が「人」を通してまちの魅力を伝える記事
を発信していることを共有し合い、さらに乙川
を拠点にした市民団体「ONE RIVER」山田
さんは、QURUWAウェブサイトのイベント情
報発信を担当していることもあり、「ぜひ積極
的にイベント情報を提供いただければと思っ
ています」と情報発信を呼びかけていました。

2024年2月9日、QURUWAの情報発信に関
する悩みや考えをお互いに持ち寄り、自由に話
をできる座談会をCamping Office osoto 
Okazakiにて開催しました。

QURUWA戦略（乙川リバーフロント地区公民連携ま
ちづくり基本計画）では、その将来像「これからの
100年を暮らすまち ～新しい住み方・働き方・遊
び方を楽しむ～」を実現するための目標の一つ
として「歩いて楽しく、自転車で回れて、車でも来
やすいまち」を掲げています。ゆえに、「歩きたく
なる＝ウォーカブル」な都市であること、そして地
区内をめぐる「回遊性」が向上することが求めら
れています。
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情報発信座談会
「QURUWA発信
みんなの座談会」

回遊支援

─
QURUWAウェブレポート

─
参考記事

ご参加のみなさん
Micro Hotel ANGLE  飯田さん QURUWAウェブの「あの人のトライ」「探索」担当
（籠田公園前のホテル経営とまちの発信）   名鉄東岡崎駅内のQURUWAお知らせ掲示板の更新担当

ONERIVER  山田さん QURUWAウェブのイベント情報担当
（乙川を拠点にした市民団体）   図書館交流プラザりぶら内のQURUWAお知らせ掲示板の更新担当

株式会社都市機能計画室（まちのリサーチと提案実装） 榊原さん QURUWAウェブの構築と運用監理
株式会社Q-NEXT（自治会連合から派生したまちづくり会社） 柏木さん 自治会の出来事を発信

7町・広域連合会 次世代の会  

一般社団法人 岡崎市観光協会  梅澤さん、麻生さん 「岡崎お出かけナビ」など観光に関する発信

ホーメックス株式会社（指定管理者）／リバーライフ推進委員会 寺田さん 籠田公園や乙川の様子を発信

一般社団法人岡崎パブリックサービス（指定管理者）  清水さん 岡崎公園の様子を発信

株式会社まちづくり岡崎（都市再生推進法人） 長谷川さん、阿部さん 「ぽけろーかる」「こりん」など地域密着情報の発信

株式会社スノーピークビジネスソリューションズ 磯貝さん 「Camping Office osoto」とまちの活動を発信
（組織及び地域活性化のための各種研修事業など、指定管理者）  

岡崎市 拠点整備課  津田さん、田中さん 東岡崎駅（HIGAOKA_2030）の発信
岡崎市 公園緑地課  森さん、石川さん、林さん 岡崎市内の公園にまつわる発信

岡崎市 まちづくり推進課  中川さん、高橋さん QURUWAに関する発信

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12



 法人の名称  法人の住所／事務所の所在地 指定日

1 特定非営利活動法人 岡崎まち育てセンター・りた 岡崎市梅園町字3丁目6番地6 令和元年5月22日

2 株式会社まちづくり岡崎  岡崎市康生通東1丁目21番地 令和元年5月22日

3 株式会社Q-NEXT  岡崎市康生通東2丁目44番地 令和6年3月27日
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これまで行政が無料で対応していたQURU 
WAの視察を有料化しました。視察を希望さ
れる方 そ々れぞれの関心によりそうことができ
る複数のプランを用意しています。
─
視察を民間事業化し、官民の窓口を一本化し
てより分かり易く受付／調整ができるようにし
ています。そのため、官民双方の話を同時に
各実践者から聞くことができることがこの視察
の最大のメリットです。
─
視察の収益は、QURUWAに再投資しています。

都市再生推進法人とは、まちづくりに関する
豊富な情報・ノウハウを有し、運営体制・人材
等が整っている優良なまちづくり団体に公的
な位置づけを与え、あわせて支援措置を講ず
ることにより、その積極的な活用を図る制度で
す。2023年度に、ひとつの指定、そしてひとつ
の取り消しがありました。

都市再生推進法人には、市町村や民間デベ
ロッパー等では十分に果たすことがきない、ま
ちづくりのコーディネーター及びまちづくり活
動の推進主体としての役割を果たすことが期
待されます。
●2023年度の指定｜株式会社Q-NEXT
●2023年度の取り消し｜株式会社三河家守舎

大河ドラマ「どうする家康」に、三河武士が踊
る（えびすくい）のシーンがたびたび登場します。
家康公生誕の地・岡崎から、家康公ゆかりの
地そして現代へ！ 家康公をキーワードに踊りで
つながるプロジェクトとして「えびすくい音頭」
を考案。QURUWA7町・広域連合会が中心
となっておこなうQURUWA夏祭りをかわき
りに、さまざまな場所で踊りました。

関連プロジェクト

関連プロジェクト

関連プロジェクト

有料視察、
スタートしました

2023年度の
都市再生推進
法人

オリジナル
「えびすくい音頭」

気軽に外に持ち出せるキャンプ道具を利用し
て、屋外で自然を感じながら気持ちよく働く新
しいワークスタイル“キャンピングオフィス”。本
市と協定締結している（株）スノーピークビジ
ネスソリューションズにより外で働くをテーマ
に桜城橋にてキャンピングオフィスをスポット

開催しています。

関連プロジェクト

Camping 
Office桜城橋

─
詳細はこちら

─
岡崎市HP

─
Instagram

─
QURUWA夏祭りHP

─
osotoウェブ

─
Instagram

─
QURUWAウェブ
「QURUWAと、」
でもご案内しています

主体：QURUWA夏祭り実行委員会、
岡崎城下家康公夏祭り実行委員会

─
QURUWAウェブ
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関連プロジェクト

QURUWA
出店情報

QURUWAではさまざまな店舗が新しくオー
プンしたり、移転したりしています。2023年度
（2023年4月から2024年3月）には、以下のお店が
新たにQURUWAの日常をつくっています。

会議

2023年度
乙川リバーフロント地区まちづくり
デザイン会議

●メンバー

［乙川リバーフロント地区まちづくり
デザインアドバイザー］

清水義次｜株式会社アフタヌーンソサエティ代表取締役
藤村龍至｜東京藝術大学准教授
西村浩｜株式会社ワークヴィジョンズ代表取締役
伊藤孝紀｜名古屋工業大学大学院准教授
長谷川浩己｜有限会社オンサイト計画設計事務所

［民間事業者］

［岡崎市職員］

［QURUWA7町・広域連合会関係者］

● 第1回
日時：2023年7月31日［月］13:30–16:00
場所：岡崎市役所西庁舎7階701会議室
● 議題1：情報共有（令和5年度事業）

 （1）令和5年度主要事業スケジュール
 （2）グッドデザイン賞へのエントリーについて

 （3）視察事業化について

 （4）太陽の城跡地の今後について

 （5）桜城橋と殿橋テラスの今後について

 （6）７町・広域連合会と次世代の会について

 （7）QURUWAシンポジウムについて
 （8）東岡崎駅エリアのロゴについて

 （9）公民連携レクチャーについて
● 議題2：清水義次氏レクチャー
 「真の公民連携とは」
● 議題3：QURUWA戦略の更新
 （1）エリア拡大について

 （2）何のために（Why）の更新について

 （3）どうやって（How）＋誰が（Who）の再編について

─
● 第2回
日時：2023年10月10日［火］13:30–16:00
場所：岡崎市役所西庁舎7階701会議室
● 議題1：情報共有（令和5年度事業）

 （1）QURUWA地区固定資産税の推移について

 （2）南康生家守舎「GUUGUU」について
 （3）QURUWAシンポジウムについて
 ─わたしが描く『ひがおかの未来』─
 （4）グッドデザイン賞について
● 議題2：QURUWA戦略の更新
 （1）QURUWA戦略更新
 ・波及エリア拡大ルールについて
 ・公民の各役割について
 （2）太陽の城跡地暫定活用の進め方について

 ・目的、コンセプトについて
 ・体制について

─
● 第3回
日時：2023年11月15日［水］13:30–14:50
場所：岡崎市役所西庁舎7階701会議室
● 議題：QURUWA戦略の更新
 （1）行政と民間、さらに地域の役割分担について

 （2）目指す都市像について

 （3）波及エリア拡大ルール

─
● 第4回
日時：2024年2月15日［木］13:30–14:50
場所：岡崎市役所西庁舎7階701会議室
● 議題：

 （1）QURUWA戦略の改訂における
 「目指す都市像」について
 （2）太陽の城跡地、殿橋テラス、桜城橋、

 乙川河川緑地の状況を踏まえた
 今後の方向性について

デザイン会議とは、QURUWAプロジェクトへの提案・助言・評価とともに、
公民連携と都市デザインのクオリティコントロールをおこなうため、
まちづくり専門家と主要まちづくり4部局等から構成された戦略会議体のことです。

2023年

1  JAN DARA RIN｜アパレル
2  ANUENUE CAFÉ｜猫カフェ
3  番い-tsugai-｜中華そば、おにぎり
4  DINING MASHIRA｜洋食レストラン
5  greenshop teto｜多肉植物専門店
6  金のうま｜スイーツ＆馬肉セレクトショップ
7  PICHU｜クラブ
8  おむすびの十楽｜おむすび屋
9  SUNNY & SUNNY｜沖縄タコス＆タコライス専門店

10  OMEN 東岡崎店｜水たばこ

11  レグンボーゲ｜古着屋
12  とんかつ しば太｜とんかつ（期間限定）
13  今からスイーツ｜スイーツ
14  オーカジェラート｜ジェラート
15  チョコザップ｜ジム
16  Quiet Village｜ダイナー
17  TERAKADO COFFEEニューヨーク店｜カフェ
18  カリトロ｜たこ焼き
19  黒牛 muranokajiya｜焼肉店
20  こそだて広場 tetowa｜ドゥーラ（産前産後ケア）

21  焼肉酒場 Takamiya｜焼肉酒場
22  ラーメンストックTOKYO岡崎伝馬通店｜ラーメン
23  シェア型私設図書館&ワークショップスペース
 MAYU｜私設図書館
24  メロンラボ岡崎康生通店｜メロンパン専門店
25  北欧食堂モールティド｜北欧食堂
26  人 ｜々焼き菓子

27  ウナギの成瀬｜うなぎ屋
28  フラワーショップ「dress」｜花屋
29  TAKO QUEEN｜たこ焼き
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●       ［QURUWAプロジェクト10］
 QURUWA事業
 リノベーションスクール2023

●       QURUWAシンポジウム2023
 わたしが描く「ひがおかの未来」

●       オリジナル「えびすくい音頭」

●       グッドデザイン金賞受賞

●       ［QURUWAプロジェクト1］
 旧教育文化館解体

●       Camping Office桜城橋

 平成31／令和元年度
●  おとがワ!ンダーランド
● 籠田公園リニューアルオープン
● 連尺通り「生活社会実験2019」
● 康生通り「グッとくるわ康生社会実験」
● 東岡崎駅ペデストリアンデッキ通行開始
● OTO RIVERSIDE TERRACEグランドオープン
● QURUWAライフハック
● QURUWAシンポジウム
● 桜城橋供用開始
●  乙川河川緑地整備完了
● クリエイティブ人材支援業務「INC」

 平成27年度
● おとがわプロジェクト 発足
  *おとがわプロジェクトとは ...乙川リバーフロント地区整備計画の別称

● キックオフフォーラム開催
● QURUWAシンポジウム
● デザインシャレット実施［パブリックミーティング2回］
● シャレット展示会開催
● おとがわキャラバン  in 市役所開催
● おとがわキャラバン  in 籠田開催
● 中間提言発表
● まちづくりワークショップ開催
● おとがわキャラバン   in りぶら 開催
● おとがわキャラバン   in 中央緑道 開催
● グランドデザインフォーラム開催・
  「基本構想」［市民提案］
● グランドデザイン展示会開催
● 岡崎泰平の祈り
● 第一回リノベーションスクール

6

BACK NUMBER

プロジェクトのタイムライン

PROJECT TIMELINE

 平成25年度
● 岡崎活性化本部による乙川リバーフロント地区
 基本方針策定のための提言書発表
● 岡崎市による乙川リバーフロント地区
 整備基本方針策定

 平成28年度
● 基本構想［市民提案］に対する市の対応方針
● おとがワ!ンダーランド
● デザイン会議スタート
● QURUWA FUTURE VISION
● QURUWAパブリックミーティング
● まちのトレジャーハンティング＠岡崎
● まちなか未来戦略フォーラム
● 岡崎泰平の祈り
● 第二回リノベーションスクール

 平成29年度
● おとがワ!ンダーランド
● QURUWA FUTURE VISION
● 公共空間活用の担い手育成ワークショップ
● 乙川リバーフロントフォーラム
● 社会実験「MeguruQuruwa」
● 乙川リバーフロント地区
 公民連携まちづくり基本計画
 ［＝QURUWA戦略］とりまとめ
● 第三回リノベーションスクール

 平成26年度
● 乙川リバーフロント地区整備基本計画策定
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問い合わせ先：
岡崎市まちづくり推進課
QURUWA戦略係
tel: 0564-23-7421
mail: quruwa@city.okazaki.lg.jp
web: https://quruwa.jp

 平成30年度
●  おとがワ!ンダーランド
● 乙川リバーフロントQURUWAシンポジウム
● 連尺通り「生活社会実験」
● 康生通り  「グッとくるわ社会実験」
● 橋の名称と通りの愛称決定

─
Vol.1
キックオフフォーラム
シンポジウム
デザインシャレット
中間提言書
─
Vol.2
キックオフフォーラム
シンポジウム
デザインシャレット
中間提言書
─
Vol.3
おとがわプロジェクトの
全体像
グランドデザインフォーラム
市民インタビュー
─
Vol.4
おとがわプロジェクトの全体像
リノベーションまちづくり
かわまちづくり
基本設計ワークショップ
シンポジウム
まちのトレジャーハンティング
フォーラム
パブリックミーティング
3つの会議
─
Vol.5
 ［特集］
QURUWA戦略
乙川リバーフロント地区の
まちづくり3年目の取り組み

─
Vol.6
 ［特集］
暮らしを豊かにする
まちの使い方とは
乙川リバーフロント地区の
まちづくり4年目の取り組み
─
Vol.7
 ［特集］
進むQURUWAプロジェクト
乙川リバーフロント地区の
まちづくり5年目の取り組み
─
Vol.8
 ［特集］
公から民へのシフトチェンジ
乙川リバーフロント地区の
まちづくり6年目の取り組み
─
Vol.9
 ［特集］
ブランディング&
情報発信、始動
乙川リバーフロント地区の
まちづくり7年目の取り組み
─
Vol.10
 ［特集］
躍進する自治会主体の動き
乙川リバーフロント地区の
まちづくり8年目の取り組み

ウ
ェ
ブ
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instagram

 令和2年度
●  おとがワ！ンダーランド
●  QURUWAストリートテラス
 （康生通り・連尺通り・二七市通り・市民会館通り）
●  おとがわびより
●  岡崎泰平の祈り
●  グッとくるわ康生2020社会実験

● QURUWAシンポジウム
● 7町・広域連合会の発足
● 中央緑道供用開始
● 社会実験「＃QURUWAと暮らす」

Vol.8

 令和3年度
 ● QURUWAストリートテラス
● 乙川＠殿橋下流左岸の指定管理開始
● 7町・広域連合会次世代の会発足
● オトマルシェ＠オトリバーサイドテラスがスタート
● 丘の途中のマーケット
● 東岡崎駅2期整備の協定締結
● QURUWAブランディング&情報発信
● QURUWAシンポジウム
● QURUWAと暮らす2021
● 康生通り将来ビジョン策定

 令和4年度
 ● 籠田公園（及び地下駐車場）指定管理開始
● NEKKO OKAZAKIオープン
● QURUWA夏祭り2022
● 高校生まちづくりプロジェクト
● QURUWAシンポジウム
● ヨリミチコミチPROJECT
● まちづくり会社「株式会社Q-NEXT」設立
● QURUWA地区が脱炭素先行地域に選定
● おとがわエリアビジョン更新
● 次世代の会QURUWAアワード2022

 令和5年度

Vol.9
Vol.10

Vol.11

●       ［QURUWAプロジェクト11］
 情報発信座談会
 「QURUWA発信みんなの座談会」

●       QURUWA回遊社会実験
●       QURUWA戦略改訂
 東岡崎駅エリアビジョン更新
●       QURUWAの視察有料化

 令和6年度


